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今月の主な内容 今月の表紙
　７月は、河川愛護月間です。７月16日に貴志
川の大掃除『がたろ大作戦』が実施されます。
皆さん河川の美化にご協力ください。
【写真は昨年のがたろ大作戦の様子/３面に関連
記事】

7



2017.7 2

貴
志
川
清
掃
の
お
知
ら
せ

　
今
年
も
み
な
さ
ん
と
　

貴
志
川
を
綺
麗
に
し
た
い
の
で
す
！

第
67
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

７
月
１
日
～
31
日

第
53
回
「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

７
月
１
日
～
８
月
31
日

日
常
生
活
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。

・
歯
磨
き
を
す
る
・
ご
飯
を
作
る

・
お
風
呂
に
入
る
・
ト
イ
レ
を
す
る

　

す
べ
て
に
お
い
て
【
水
】
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
生
活
す
る
上
で
必
要
不
可

欠
な
【
水
源
】
だ
か
ら
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
こ
の
清
流
で
あ
る

貴
志
川
を
共
に
綺
麗
に
し
ま
し
ょ
う
！

■
日　
　

時　

７
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分
頃

※
当
日
悪
天
候
（
川
の
増
水
含
む
）
の
場
合

は
、
７
月
23
日
（
日
）

・
受　

付　

８
時
30
分
～

・
開
会
式　

９
時　

下
佐
々
河
南
集
会
所

　
　
　
　
　
　
　
（
下
佐
々
１
１
４
５
番
地
）

■
場　
　

所

次
の
○
の
場
所
へ
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

開
会
式
終
了
後
、
ス
タ
ッ
フ
が
各
清
掃
場
所

に
向
か
い
ま
す
。

軍
手
、
ご
み
袋
等
は
ス
タ
ッ
フ
が
持
参
し
ま

す
。

○
吉
野
地
区　
　
　

小
川
橋
下
河
原　
　

○
下
佐
々
地
区　
　

下
佐
々
河
南
集
会
所

○
平
・
吉
見
地
区　

吉
見
橋
下
河
原　

■
そ 

の 

他

①
ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
保
険
加
入
等

の
都
合
上
、
７
月
11
日
（
火
）
ま
で
に

中
央
公
民
館
（
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐

５
９
１
５
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
当
日
、
清
掃
終
了
後
、
下
佐
々
河
南
集
会

所
で
焼
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。

主
催　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

実
行
委
員
会

後
援　

紀
美
野
町　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

◎
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、

力
を
あ
わ
せ
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
、
法
務
省
主
唱
の

全
国
的
な
運
動
で
す
。

◎
紀
美
野
町
で
は
、７
月
３
日
に
保
護
司
会
・

更
生
保
護
女
性
会
に
よ
り
、
各
種
団
体
へ

の
呼
び
か
け
や
街
頭
で
の
啓
発
を
実
施
し

ま
す
。

・
紀
美
野
町
保
護
司
会

・
紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会　

・
海
南
警
察
署
少
年
補
導
員
連
絡
会

・
紀
美
野
町

～
み
ん
な　

そ
ろ
っ
て　

す
こ
や
か
に
～　

“
明
る
く
・
正
し
く
・
た
く
ま
し
く
”

⑴
非
行
を
生
ま
な
い
社
会
づ
く
り
の
推
進

　

◎
万
引
き
・
自
転
車
盗
、
い
じ
め
・
暴
力

行
為
、
飲
酒
・
喫
煙
・
深
夜
徘
徊
等
の

不
良
行
為
、
薬
物
乱
用
、
並
び
に
、
暴

走
行
為
等
の
防
止

　

◎
有
害
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ
ト

情
報
等
有
害
環
境
の
浄
化

⑵
犯
罪
被
害
及
び
各
種
事
故
の
防
止

　

◎
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
未
成
年
者
を
有
害

サ
イ
ト
か
ら
守
る
サ
ー
ビ
ス
）
の
普
及

促
進

　

◎
不
審
者
に
よ
る
事
件
、
水
の
事
故
及
び

交
通
事
故
の
防
止

⑶
明
る
い
家
庭
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

　

こ
の
運
動
は
和
歌
山
県
が
主
唱
す
る
県
民

運
動
で
す
。“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

と
連
携
し
な
が
ら
夜
間
補
導
を
実
施
し
た

り
、
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

・
紀
美
野
町
青
少
年
育
成
委
員
会

・
紀
美
野
町

・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会

何
か
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９

昨年の街頭啓発の様子
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第
46
回
和
歌
山
県
消
防
救
助
技
術
会
の

結
果
に
つ
い
て

６
月
１
日
、
和
歌
山
県
消
防
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
和
歌
山
県
消
防
救
助
技
術

会
で
「
ほ
ふ
く
救
出
」
に
出
場
し
た
森
本
消
防
司
令
、
井
上
消
防
司
令
補
、
濵
田
消
防

副
士
長
、「
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
」
に
出
場
し
た
小
西
消
防
副
士
長
、
道
浦
消
防
副
士

長
が
２
位
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」
に
出
場
し
た
角
谷
消
防
副
士
長
、「
は
し
ご
登
は

ん
」
に
出
場
し
た
井
本
消
防
士
、
久
保
消
防
士
が
入
賞
し
ま
し
た
。

今
回
の
結
果
を
励
み
に
、
今
後
も
頑
張
り
ま
す
。

運
動
期
間

　

７
月
11
日
（
火
）
～
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
の
10
日
間

平
成
29
年
度
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

【
一
般
の
部
最
優
秀
作
】

５
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
紀
美
野
町
老

人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
部
春
季
大
会

入
賞
者
の
氏
名
に
お
い
て
、
男
性
の
部

３
位
が
「
宗
和 

宏
偵
さ
ん
」
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、「
宗
和 

宏
禎
さ
ん
」

の
誤
り
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

広
報
「
き
み
の
」
６
月
号
の

お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

運
動
の
年
間
の
推
進
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

「
伝
え
よ
う　

自
分
の
存
在

　

早
め
の
点
灯
」

平
成
29
年

わ
か
や
ま
夏
の
交
通
安
全
運
動

大雨や台風により、洪水や土砂災害が発生しやすい時期となりました。当町でも、平成13年と平成23年に洪
水や土砂災害が発生し、多くの建物が被災しました。この時期は天気予報を確認するなどして災害への備えを
怠らない様に心がけてください。

また、土砂災害は予測することが非常に難しい災害です。和歌山県では、ホームページで「わかやま土砂災
害マップ」（http://sabomap.pref.wakayama.lg.jp/MZSMWakayama/）が公表されています。皆様のご自宅が土
砂災害の危険地域となっていないかを確認していただき、いざというときのために災害に備えておいてくださ
い。ただし、ご自宅でご確認することができない場合は、役場総務課までお越しいただければご覧いただけます。

土砂災害は、学校、体育館など大きめの避難所に避難して頂くことが安全ですので、避難勧告等を発表した
ときは早めに避難していただきます様、お願いします。

洪水や土砂災害にご注意ください。

左から濵田〔消防副士長〕、
森本〔消防司令〕、井上〔消防司令補〕

左から
道浦〔消防副士長〕、小西〔消防副士長〕

角谷〔消防副士長〕

　井本〔消防士〕

久保〔消防士〕
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国民年金保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基
礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。

経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予と
なる「保険料免除制度」や、「納付猶予制度(50歳未満)」がありますので、当制度を利用される方は
住民課又は美里支所住民室で申請手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。

平成29年度の免除等の受付は７月１日から開始され、平成29年７月分から平成30年６月分までの
期間を対象として審査をおこないます。

また、過去の保険料についても、２年１か月前の月分までさかのぼって免除申請をすることができ
ます。申請を忘れていたために未納期間を有している方等は一度、下記へお問い合わせください。

■問い合わせ　住民課　　　　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０３
　　　　　　　美里支所住民室　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ３４６４
　　　　　　　和歌山西年金事務所お客様相談室　℡ ０７３ ‐ ４４７ ‐ １６６０

国民年金保険料免除等の申請について

日時：７月30日（日）８時30分～ 10時
場所：総合福祉センター３階
　※フッ素塗布の対象　フッ素には歯の質を強くする効果があります。
　　平成17年４月２日～平成27年７月31日生まれの子ども
　　（平成17年４月２日～平成24年４月１日生まれはフッ素洗口をしていない子ども）
　※歯科健診は、町民の方ならどなたでも受けていただけます。

フッ素塗布・歯科健診のお知らせ

和歌山地方法務局（本局）は、８月14日から新庁舎（※旧庁舎の西隣、３階及び４階）において
事務を取り扱いますので、お知らせします。

法務局では、不動産登記、商業・法人登記、戸籍・国籍・成年後見に関する業務、供託、訟務、人権
擁護事務等を取り扱っています。

所在地等は次のとおりです。

新所在地　〒６４０‐８５５２
　　　　　和歌山市二番丁３番地和歌山地方合同庁舎
　　　　　※旧庁舎の西隣です。
電話番号　℡ ０７３‐４２２‐５１３１（代表）
　　　　　※電話番号に変更はありません。

和歌山地方法務局本局庁舎が旧庁舎の西隣に移ります
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平成29年４月より、野上厚生総合病院泌尿器科に常勤医として勤務させていただくことになりました曲 人保で
す。麻酔科医として３年、泌尿器科医として30年、医者になって計33年になります。
野上厚生総合病院に赴任する前７年間は、海南医療センターで勤務しており、紀美野町からも沢山の患者様が
医療センターに受診に来られていました。
泌尿器科の診る病気、症状としては、尿と生殖器官に関係のあるものです。腎臓、尿管（腎臓から膀胱まで尿
が通過する管）、膀胱（尿を貯める袋）、尿道（膀胱から尿の出る出口までの道）、陰茎、精巣
（睾丸）、前立腺（精子の栄養分などを作る）などの疾患が対象です。
膀胱がん、前立腺がん、前立腺肥大症（前立腺の良性腫瘍）などがよくある病気です。以前は、

「なんか泌尿器科は受診しにくい、恥ずかしい」と思われていた時代もありましたが、決して
そんなことはなく、ぜひ気軽に受診・相談してください。
また、血尿や膀胱がんの検査では、エコーや細い膀胱ファイバースコープを使用すること
によって、以前のような痛みはなく、診断できるようになりました。
これからもよろしくお願いいたします。

■問い合わせ　
　℡　０７３‐４８９‐２１７８（病院代表）

５
月
17
日
紀
美
野
町
ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
、
紀
美
野
町
老
人

ク
ラ
ブ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
部
主
催
の
第
23
回

春
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
90

人
が
参
加
し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
部
春
季
大
会
開
催

福
田
地
区
で

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

志
賀
野
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
タ

開
催
の
お
知
ら
せ

「
ふ
る
さ
と
講
座
」
の
お
知
ら
せ

今
回
の
ふ
る
さ
と
講
座
は
、
元
下
津
歴

史
民
俗
資
料
館
長
の
中
谷
さ
ん
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、
上
ケ
井
の
南
福
寺
を
訪

ね
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ

　
「
紀
美
野
と
下
津
を
結
ぶ
も
の
～
南
福

寺
を
建
て
た
宮
大
工
、
野
坂
七
左
衛

門
」

　

～
根
来
寺
大
門
建
立
に
携
わ
っ
た
名
高

い
宮
大
工
が
上
ケ
井
の
地
に
。
～

■
日　

時　

７
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜

　

※
美
里
支
所
へ
集
合
の
う
え
各
自
現
地

に
移
動

■
場　

所　

南
福
寺

　
（
紀
美
野
町
上
ケ
井
４
７
３
番
地
）

■
講　

師　

元
下
津
歴
史
民
俗
資
料
館
長

　
　
　
　
　

中
谷 

澄
雄 

氏

■
主　

催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

ま
ち
づ
く
り
課
（
美
里
支
所
内
）

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

　

５
月
28
日
に
福
田
地
区
で
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
約
60
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
訓
練
で
は
、
災
害
食
の
試
食
、
家

具
固
定
講
座
、
起
震
車
体
験
の
ほ
か
防
災

資
機
材
の
組
立
を
実
施
す
る
な
ど
、
皆
さ

ん
熱
心
に
学
ば
れ
ま
し
た
。

■
日
時　

７
月
９
日
（
日
） 

11
時
～

　
　
　
　

※
雨
天
決
行

■
場
所　

旧
志
賀
野
小
学
校

　
　
　
　

紀
美
野
町
西
野
11
番
地
１

　
　
　
　

※
駐
車
場
あ
り

■
主
催　

未
来
de
志
賀
野

■
後
援　

紀
美
野
町

■
催
し

　

竹
水
鉄
砲
作
り
、
う
ち
わ
作
り
、
シ
ャ

ボ
ン
玉
、ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
出
店
な
ど

　
（
詳
し
く
は「
志
賀
野
ブ
ロ
グ
」に
掲
載
）

■
問
い
合
わ
せ

　

未
来
de
志
賀
野 
大
隅
康
司

　

℡ 

０
９
０
‐
３
４
６
５
‐
３
７
１
２

　

志
賀
野
ブ
ロ
グ

　
（https://am

eblo.jp/shigano-blog/

）

国保野上厚生総合病院だより（医師紹介○）29

泌尿器科　医長

曲
きょく

　人
いん

保
ぼう

■
皆
さ
ん
も
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
せ

ん
か
？

あ
な
た
の
若
さ
を
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
活

か
し
て
く
だ
さ
い
。
紀
美
野
町
老
人
ク
ラ

ブ
で
は
、友
愛
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動（
ペ

タ
ン
ク
・
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
・
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
等
）、
歌
謡
や
道
路
清
掃
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
た
め
に
、
地

域
の
た
め
に
、
積
極
的
に
活
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

パークゴルフ春季大会の様子
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★こども園・保育所開放のご案内 (1歳児～）
　園庭を開放しますので、親子で遊べます。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○きみのこども園　：７月10日（月）・24日（月）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４
　○神野保育所　　　：７月５日（水）・19日（水）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ２０４９

★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで）
　　７月５日（水）9 時 30 分～ 11 時 30 分　きみのこども園
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　
　　７月19 日（水）9 時 30 分～ 11 時　総合福祉センター 2 階
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（総合福祉センター内）
　　までお申し込みよろしくお願いします。
　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

★子育て支援センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○子育て支援センター：月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０
　　（総合福祉センター内） 　　７月10日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ　10 時 30 分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談　午前中
　　　　　　　　　　　　　 　７月18日（火）・ALT と遊ぼう　14 時 30 分～
　※こども園・保育所開放、子育て支援センター開放の利用については、事前の申し込みは不要です。

★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育士資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。	
　　お越しいただくか、お電話にてお気軽にお問い合わせください。　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

保健・福祉だより
平成29年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ（7月の日程）
■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　５日、12 日、19 日、26 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等

保健師・栄養士が各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい生活につなげましょう。生活改善に関
心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も行います。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

平均寿命が延びるなか、健康に暮らし続けるための「健康寿命」も伸ばしましょう。
いつまでも、元気に暮らしていくために、“健康の源”食生活を今一度ふり返ってみませんか。
この教室は、毎月１回開催します。講話及び、調理実習と試食もあります。お気軽にご参加ください。

７月の予定
■日　　　時　平成29年７月19日（水）
　　　　　　　９時30分～ 13時
■場　　　所　紀美野町総合福祉センター
■定　　　員　20人
■申 込 締 切　７月12日（水）
■用意する物　エプロン、食材料費３００円
■問い合わせ・申し込み　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

〜 65歳からの健康づくり教室のお知らせ〜

■７月の講座内容
・乾物、缶詰、冷凍食品の活用
・歯磨き、入れ歯磨き
・調理実習

（食生活改善推進員さんからもアドバ
イスします）

カンガルー教室　絵本の読み聞かせの様子
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〔連絡先〕　平日（８時 30 分～ 17 時 15 分）℡ ０７３‐４８９‐９９６０
　　　　　休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡ ０７３‐４８９‐２４３０

●保健福祉・介護などの総合相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課内）
〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

健康づくり情報［平成 29 年７月版］熱中症予防にスマホ・携帯電話を活用できます
暑さ指数がパソコン・スマートフォン・携帯電話で見られます！「環境省熱中症予防情報サイト」にて、熱
中症へのかかりやすさを示す「暑さ指数（ＷＢＧＴ）」が地域ごとに確認できます。当日、翌日、翌々日の３
時間ごとの予測、現在の暑さ指数の値が１時間ごとに表示されます。
暑さ指数の個人向けメール配信サービス（無料）の提供もされていますので、パソコン・スマートフォン・
携帯電話をお持ちの方はアクセスしてみてください。なお、このサービスは９月 29 日まで継続されます。

ホームページアドレス
（パソコン）
http://www.wbgt.env.go.jp
（スマートフォン）
http://www.wbgt.env.go.jp/sp/
（携帯電話）
http://www.wbgt.env.go.jp/kt/

QRコードスマートフォン

QRコード携帯電話

（出典：環境省熱中症予防情報サイト　暑さ指数（WBGT）の実況と予測）

暑さ指数の表示例〔パソコン版〕

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

７月 10 日（月）
７月 24 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受
け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精
神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

７月 12 日（水）
７月 26 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行
います。（予約制）

７月 10 日（月）
７月 24 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）
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お知らせ・募集

後期高齢者医療制度の被保険者証の色が
「うすいオレンジ色」から『うすい緑色』に変わります

職業訓練受講者の募集について

平成29年度狩猟免許試験及び県猟友会主催講習会（初心者）の開催について

■科　　目　ＯＡパソコン基礎科
■日　　程　８月28日（月）～ 11月27日（月）
　（基本的に９時30分～ 16時　土・日・祝日は休講）
■場　　所　海南市船尾179番地10
■対　　象　熱心に職業訓練を受講し、安定した就職

を目指して求職活動を行う方
■定　　員　15人（選考あり）
■受 講 料　無料（テキスト代　7,200円）
■受付期間　６月21日（水）～８月１日（火）
■問い合わせ・申し込み
　　　　　　ハローワークかいなん
　　　　　　℡ ０７３‐４８３‐８６０９

●銃猟、わな猟を行うには免許が必要です。
　平成29年度狩猟免許試験が、下記により実施される事になりました。この試験に先立ち「講習会」を和歌山県
猟友会が開催します。
①狩猟免許試験の日時及び場所（受験料：5,200円）

※試験及び講習料については、合格された場合、補助金の交付が受けられます。
※お申し込み方法等は、下記お問い合わせ先へご連絡ください。
■問い合わせ　県猟友会事務局（海草振興局農業水産振興課内）℡ ０７３‐４４１‐３３８４

②猟友会が実施する講習会の日時及び場所（受講料：10,000円）
　☆試験科目（知識及び技能試験）に対応した講習ですから是非受講して下さい。

開催日時 会場名 所在地 申込締切日
８月20日（日）12時～ 和歌山県民文化会館 和歌山市小松原通１‐１ ７月28日（金）

開催日時 会場名 所在地 申込締切日
８月11日（金）９時30分～ 和歌山県民文化会館 和歌山市小松原通１‐１ ７月28日（金）

７月31日（月）の有効期限満了に伴い被保険者証（以下、「保険証」という。）を更新します。新しい保険証は『う
すい緑色』です。７月上旬頃から順次、簡易書留郵便にて郵送する予定です。
　今回お届けする『うすい緑色』の保険証は７月１日（土）から使用できます。
　『うすい緑色』の保険証が届くまでは現在お持ちの保険証「うすいオレンジ色」をご使用ください。
　（「うすいオレンジ色」の保険証は８月１日（火）以降使用できません。）

○現在お持ちの保険証「うすいオレンジ色」について
　新しい保険証『うすい緑色』がお手元に届き次第、「うすいオレンジ色」の保険証は、下記問い合わせ先にお
越しの際にご返却いただくか、ご自分で細かく裁断するなどして、住所・氏名などが他人に知られないよう十
分ご注意のうえ、破棄してください。
※平成29年度住民税の課税所得により、一部負担金の割合が変更になっている場合がありますのでご確認くだ
さい（住民税の課税所得が145万円以上の被保険者のいる世帯の方は、一部負担金の割合が３割となります）。

（例）今まで１割だった方が３割負担に変更となる場合『３割（平成29年７月31日までは１割）』と表示されます。

■問い合わせ　住民課　　　　　　　　℡ ０７３‐４８９‐５９０３
　　　　　　　住民室（美里支所内）　 ℡ ０７３‐４９５‐３４６４
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『防衛省からのお知らせ』

平成29年度第２回 警察官Ａ・警察官Ｂ 採用試験についてのお知らせ

自衛隊に進学・就職を希望されている15歳以上の方を対象に説明会を行います。

種　　　目 対　　象　　者 日　時　・　場　所　等

自衛官候補生（任期制自衛官）
一般曹候補生

18歳以上
27歳未満の方

日　時：７月29日(土)　10時～ 16時
場　所：自衛隊有田募集案内所
　　　　（有田市宮崎町106番地2）
　　　　海南市民会館第２集会室
　　　　（海南市日方1271番地）
その他：①中学生の方は保護者同伴でお越しくださ

い。
　　　　②入場は無料です。
　　　　③上記以外の平日は，自衛隊有田募集案内

所で随時説明会を行っています。

航空学生
防衛大学校学生
防衛医科大学校医学科学生
防衛医科大学校看護学科学生
　（自衛官候補看護学生）

高卒（見込含）
21歳未満の方

高等工科学校生徒 中卒（見込含）
17歳未満の男子

■問い合わせ　自衛隊有田募集案内所　℡ ０７３７ ‐８２ ‐６６３１

紀の海広域施設組合職員募集
　紀の川市、海南市、紀美野町の２市１町で構成する紀の海広域施設組合では、事務職員及び技術職員を募集
します。

※受験資格等、詳しくは紀の海広域施設組合のホームページにてご確認ください。
　採用情報については７月上旬に公開予定です。

２．試　験　期　日　【第１次試験】９月２日（土）　　【第２次試験】９月下旬～ 10月上旬（予定）
３．申 込 受 付 期 間　８月１日(火) ～ 15日（火）・持参の場合、８時30分～ 17時（土・日・祝日を除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・郵送の場合、８月15日（火）までの消印有効
４．申　　込　　先　紀の海広域施設組合（紀の川市桃山町最上1290番地94）
５．試験案内配布期間　７月24日（月）～８月15日（火）配布団体の開庁時間内
６．試験案内配布場所　
　　・紀美野町役場　住民課（本庁１階）　　　　　　・紀の川市役所　市民部廃棄物対策課（本庁２階）
　　・海南市役所　　総務部　総務課（本庁４階）　　・紀の海広域施設組合
７．主な職務内容　・一般事務
　　　　　　　　　・ごみ処理施設の電気設備等の保安監督業務、施設運営管理委託業者の指導監督

■問い合わせ　紀の海広域施設組合　℡ ０７３６‐６６‐１８１３
※詳しくは組合ホームページ（http://www.kinoumi-kouiki.jp/）

１．試験区分及び採用予定人員
職種区分 採用予定人員 年　齢

事務職（一般） 若干名 平成２年４月２日以降に生まれた方
事務職（社会人経験者） 若干名 昭和42年４月２日から平成２年４月１日までの間に生まれた方

電気技術職 若干名 昭和52年４月２日以降に生まれた方

試験区分 申込受付期間 第１次試験日

警察官Ａ（大卒程度）
７月３日（月）～８月15日（火） ９月17日（日）

警察官Ｂ（高卒程度）

採用試験等に関して、詳しくは下記の採用案内ページをご覧ください。
（http://www.police.pref.wakayama.lg.jp/recruit/index.html）

■問い合わせ　海南警察署　℡ ０７３‐４８２‐０１１０
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■
日
時

　

７
月
８
日
（
土
）、９
日
（
日
）、

　

８
月
５
日
（
土
）、
６
日
（
日
）

　

19
時
30
分
～
21
時
ま
で
受
付

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
申
し
込
み

　

不
要
・
参
加
無
料

※
カ
フ
ェ
は
有
料

■
持
ち
物

　

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
コ
ン
パ
ク
ト

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等

■
カ
フ
ェ
協
力
店
舗

　

ｈ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ｎ
ａ

　

自
然
派
ル
ナ
・
カ
フ
ェ

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｙ
Ａ

■
概
要　

　
　

ご
自
身
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
使
っ
て
、
最
も
環わ

が
開
い
た

土
星
を
撮
影
で
き
る
体
験
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
の
時
間
に
あ
わ
せ
て
、
天
文

台
カ
フ
ェ
が
出
店
す
る
予
定
で

す
。
待
ち
時
間
は
お
好
き
な
お

７
月
・
８
月
の
天
文
教
室

「
大
型
望
遠
鏡
で
土
星
を
撮
ろ
う

ス
ペ
シ
ャ
ル
‼
＋
天
文
台
カ
フ
ェ
」

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
「
夏
」
大
会

参
加
者
募
集
！

■
日
程　

７
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

８
時
45
分
開
会
式　

※
予
備
日　

７
月
31
日
（
月
）

■
申
込
期
間

　

６
月
26
日
（
月
）
～

　
　
　
　

  

７
月
21
日
（
金
）

■
場
所　

　

ふ
れ
あ
い
公
園

　
　
　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

１
，５
０
０
円

■
申
し
込
み　

中
央
公
民
館
へ
、

申
込
期
間
内
に
参
加
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
期
間
中
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に

つ
い
て
は
返
金
し
ま
す
。
申
込

期
間
外
及
び
予
備
日
へ
の
変
更

で
の
返
金
は
致
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
東
西
南
北
コ
ー
ス

　
（
36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー
）

・
荒
天
延
期
（
態
度
決
定
６
時
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

飲
み
物
で
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
ょ
う
。

■
備
考　

　
　

本
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
場
合
、
通
常
の

観
望
会
は
お
休
み
で
す
。
悪
天
候
の
場

合
、
カ
フ
ェ
は
実
施
せ
ず
、
通
常
の
観

望
会
を
実
施
し
ま
す
。
天
候
判
断
は
当

日
の
15
時
に
み
さ
と
天
文
台
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
発
表
し
ま
す
。

■
注
意

　
　

土
星
を
確
実
に
撮
影
で
き
る
と
保
証

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

レ
ン
ズ
交
換
式
カ
メ
ラ
は
対
象
外
で

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■日　時　７月22日（土）
　　　　　13時30分～ 15時30分
■場　所　中央公民館大ホール
■共　催　ほんの森
■持ち物　すいとう
■講　師　和歌山県立自然博物館友の

会さん・おはなしポンさん
■コーナー
　【貝殻工作】　材料代１００円
　※対象　小学生、保育園児と保護者
　【スーパーボールすくい】　無料
　【かき氷】　無料
　※あそびのコーナーもあるよ！
■貝殻工作の申し込みは、７月14日
（金）までに青少年センターへ
　（℡ ０７３‐４８９‐５９０９）

「目標達成！」
　今回、海南海草支部予選に勝ち抜き、
念願のスポーツ少年団総合競技大会と、
全日本バレーボール小学生大会の二つの
県大会出場を決めることができました。
　この目標を達成するために、子どもた
ちは時には悔し涙を流したこともありま
したが、お互いに励まし合いながら、仲
間と共に日々練習に励んできました。
　これからもチーム一丸となり、仲間を
信じ、強い気持ちで粘り強いプレーがで
きるように頑張っていきます。

（後列左より）東恵莉果（６年）、塚田萌楓（６年）、
　　　　　　 折口世菜（６年）、田中新菜（６年）

（前列左より）寺田誉（５年）、黒土琴映（５年）、
　　　　　　 塚田華蓮（５年）、曲谷明音（５年）

（敬称略）

─ わが町サークル ─
『美里バレーボールクラブ』

念願の県大会で、
力を合わせて頑張ります！

移動じどうかん「縁日」が
やってくるよ！
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

５
日　

七
夕
か
ざ
り

　

12
日　

将
棋
体
験
教
室

　

19
日　

お
は
な
し
会

　

26
日　

テ
ニ
ス
体
験
教
室

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

５
日　

お
は
な
し
会

　

12
日　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

19
日　

お
り
紙
教
室

　

26
日　

ミ
ニ
工
作

■
日
時　

７
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時　
　

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象　

小
学
３
年
生
以
上

　
　
　
　
（
10
人
程
度
）

■
申
し
込
み

　

３
日
前
ま
で
に
中
央
公
民
館
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

雨
天
中
止

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

（
紀
美
野
町
人
権
委
員
会
関
係
）

移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

小
柳　

力
久　
　
　
（
２
歳
児
）

　

谷
口　

和
優　
（
神
野
保
育
所
）

【
２
０
０
冊
】

　
森
木　

香
湖
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

　
桑
山　

み
の
り
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

　
森
木　

瑠
香　
　

（
野
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」

　
　
　
　
　
　
　

柚
木
麻
子　

著

「
女
系
の
教
科
書
」

　
　
　
　
　
　
　

藤
田
宜
永　

著

「
疑
薬
」

　
　
　
　
　
　
　
　

鏑
木
蓮　

著

「
え
え
た
ま
い
っ
ち
ょ
う
！
」

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
尚
令　

絵

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ざ
ぶ
と
ん
」

　
　
　
　
　
　
　

田
中
伸
介　

絵

平
成
29
年
度

紀
美
野
町
人
権
委
員
の
紹
介

（
中
央
公
民
館
図
書
室
）

夏
休
み
の
宿
題
や
自
由
研
究

に
困
っ
た
ら
図
書
室
に
来
て
調

べ
て
み
ま
せ
ん
か
？
き
っ
と
役

に
立
つ
本
が
見
つ
か
る
は
ず
で

す
。

「
夏
休
み
の
宿
題
・
調
べ
て

み
よ
う
‼
」
コ
ー
ナ
ー
設
置

「
虹
色
の
チ
ョ
ー
ク
」

　
　
　
　
　
　
　

小
松
成
実　

著

「
認
知
症
を
生
き
抜
い
た
母
」

　
　
　
　
　
　

安
岡
芙
美
子　

著

「
転
ん
で
も
、
大
丈
夫
」

　
　
　
　
　
　

臼
井
二
美
男　

著

　

こ
の
他
に
も
、
20
冊
を
人
権

コ
ー
ナ
ー
に
蔵
書
し
て
い
ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
す
べ
て
の
町
民
が
豊
か

で
、
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
各
団

体
選
出
委
員
に
つ
い
て
は
未
掲
載

で
す
。）

※
【　

】
は
役
職
ま
た
は
地
区
名

で
す
。（
敬
称
略
）

【
会　
　

長
】
岡
省
三

【
副
会
長
】
山
本
倉
造
・
柳
瀬
フ
ヂ

【
監　
　

事
】
河
本
幸
生
・
中
尾
隆
司

【
下
佐
々
】
河
本
幸
生
・

　
　
　
　
　

上
垣
内
清
智

【
動　
　

木
】
山
中
正
史
・
中
尾
隆
司
・

　
　
　
　
　

橋
本
由
平

【
小　
　

畑
】
青
稔
・
菊
本
邦
夫
・

　
　
　
　
　

岩
橋
環

【
小　
　

川
】
上
田
算
三
・
北
村
富
郎
・

　
　
　
　
　

千
田
容
央

【
志
賀
野
】
中
谷
英
幸
・
加
藤
朗
子

【
柴　
　

目
】
山
本
喜
久
男

【
長　
　

谷
】
森
本
修
司
・
堀
口
和
夫

【
吉　
　

野
】
中
西
康
之

【
吉　
　

見
】
前
坊
雅
俊

【
海
南
鋼
管
】
山
口
昭
子

【　

平　

】
東
勝
男
・
伊
東
和
彦

【
希
望
ヶ
丘
】
日
裏
善
三

【
緑
ヶ
丘
】
西
原
正
泰
・
吉
村
和
夫

【
長
谷
毛
原
】
森
下
誠

【
上
神
野
】
小
壺
醇
子

【
下
神
野
】
潰
崎
光
子

【
国　
　

吉
】
中
谷
の
り
子

【
真　
　

国
】
坂
明
雄

『
テ
ニ
ス
体
験
教
室
』

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
翼
が
な
く
て
も
」

　
　
　
　
　
　
　

中
山
七
里　

著

「
そ
の
イ
タ
ズ
ラ
は
子
ど
も
が

 

伸
び
る
サ
イ
ン
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
美
佳　

著

「
本
当
は
怖
い
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
」

　
　
　
　
　

佐
々
木
さ
ゆ
り　

著

「『
ご
め
ん
な
さ
い
』が
い
っ
ぱ
い
」

　
　
　

く
す
の
き
し
げ
の
り　

作

「
か
あ
さ
ん
の
ま
ほ
う
の
か
ば
ん
」

　
　
　
　

よ
こ
み
ち
け
い
こ　

作

「
ト
イ
レ
の
か
め
さ
ま
」

　
　
　
　
　
　
　

戸
田
和
代　

作

　

今
年
も
中
央
公
民
館
及

び
文
化
セ
ン
タ
ー
に
七
夕

飾
り
を
用
意
し
ま
し
た
。

７
月
７
日
（
金
）
ま
で
設

置
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
願
い
事
を
ぜ
ひ
短
冊
に

託
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
七
夕
に
願
い
を
☆

■
日
時
　
７
月
19
日
（
水
）

　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

■
参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
費
）

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

・
紙
で
篭か
ご

編あ

み

　

・
一い
っ

閑か
ん

張
り

　

・
行あ
ん

灯ど
ん

作
り

■
問
い
合
わ
せ

　

ク
ラ
フ
ト
ヴ
ァ
レ
ー
楮
皮
の
杜

　

倉
島

　

℡ 

０
９
０
‐
４
９
０
１
‐
９
６
８
４

『
楮ち

ょ
皮ひ

の
杜も

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

紀
美
野
ク
ラ
フ
ト
ヴ
ァ
レ
ー
の
会
』

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
の
ご
案
内
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

（
自
然
編
）

そ
の
百
三
十
一

龍
神
街
道
と
高
野
往
来　

そ
の
１

（
下
神
野
小
学
校
百
年
誌
よ
り
）

　

神
野
市
場
に
通
ず
る
県
道
海
南

高
野
線
は
、
美
里
、
野
上
、
海
南
の

幹
線
道
路
で
あ
っ
て
、
年
々
改
修
工

事
が
進
め
ら
れ
、
今
は
全
線
舗
装
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
最
近
は
、
自

動
車
の
大
型
化
や
、
自
家
用
車
の
増

加
に
と
も
な
い
、
道
路
が
せ
ま
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
道
路
の
拡
張
や
路
線
の
新
設

が
計
画
さ
れ
て
、
工
事
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
県
道
海
南
高

野
線
が
よ
く
な
る
に
つ
れ
て
、
昔
、

人
馬
の
往
来
が
は
げ
し
か
っ
た
街

道
が
、
人
々
の
心
か
ら
忘
れ
去
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
下
神

野
小
学
校
百
年
誌
を
発
刊
す
る
に

あ
た
り
、
創
立
当
時
の
方
々
が
、
通

い
な
れ
た
道
路
に
つ
い
て
、
古
文
書

や
、
古
老
に
た
ず
ね
て
そ
の
姿
を
後

世
に
の
こ
し
た
い
。

　

神
野
市
場
に
通
じ
る
上じ

ょ
う
こ古
の
道

路
に
つ
い
て
は
、
文
献
に
は
見
ら
れ

な
い
が
、
藩は

ん

治ち

時
代
の
道
路
と
し

て
、
和
歌
山
県
那
賀
郡
誌
に
つ
ぎ
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

△
龍
神
街
道

　

若
山
城
下
よ
り
太
田
、
秋
月
を
経

て
山
東
伊
太
祁
曽
に
至
り
、
小
池
越

を
な
し
、
本
郡
野
上
に
来
り
、
動
木
、

神
野
市
場
よ
り
遠と

井い

辻つ
じ

峠
を
過
ぎ

て
、
在あ

り

田だ

郡
に
入
り
、
寺
原
湯
子
川

下
湯
川
村
よ
り
城じ

ょ
う

が
森
の
西
方
を

越
え
て
日
高
郡
荘
龍
神
村
に
達
す
。

△
花
坂
越
高
野
往
来

　

龍
神
街
道
と
那
賀
郡
下
神
野
村

大
字
神
野
市
場
に
て
岐わ

か

れ
、
上
神
野

村
大
字
鎌
滝
、
長
谷
毛
原
村
大
字
毛

原
宮
、
伊
都
郡
天
野
村
大
字
新し

ん
じ
ょ
う
城
を

経
て
、
神
谷
村
大
字
花
坂
に
て
高
野

街
道
に
合
わ
す
。

　

こ
の
よ
う
に
神
野
市
場
を
通
る

幹
線
道
路
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
道
は
上
代
に

お
い
て
も
、
高
野
と
神
野
を
結
ぶ
幹

線
道
路
で
あ
り
、
ま
た
、
神
野
と
有

田
及
び
日
高
郡
の
奥
地
を
結
ぶ
道

路
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
来
月
号
へ
続
く
）

５
月
28
日
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
春
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

快
晴
の
中
、
大
勢
の
方
が
参
加

さ
れ
、
大
会
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
括

弧
内
は
打
数
で
す
。（
敬
称
略
）

■
男
子
の
部

優　

勝　

中
西　
　

勤
（
104
）　

海
南
市

準
優
勝　

中
岡　

充
夫
（
106
）
和
歌
山
市

３　

位　

藤
戸　
　

潔
（
107
）
和
歌
山
市

■
女
子
の
部

優　

勝　

松
本　

春
子
（
109
）
岸
和
田
市

準
優
勝　

楠
根
ツ
ヤ
子
（
112
）　

岩
出
市

３　

位　

西
端
登
代
子
（
113
）
紀
の
川
市

５
月
28
日
中
央
公
民
館
和
室
に

て
開
催
さ
れ
、
囲
碁
23
人
・
将
棋

11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
囲
碁
は

２
組
で
ハ
ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
を
得

点
評
価
で
、
将
棋
は
総
平
手
戦
８

回
戦
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
囲
碁
の
部

優　

勝　

小
阪　

克
彦　

和
歌
山
市

準
優
勝　

西
田　

和
生　
　

海
南
市

３　

位　

西　
　

俊
二　
　

海
南
市

■
将
棋
の
部

優　

勝　

日
潟　

順
一　
　

下
佐
々

準
優
勝　

桑
原　

秀
章　

紀
の
川
市

３　

位　

竹
内　

達
弥　

和
歌
山
市

紀
美
野
町
中
央
児
童
館南

智
子 

氏

５
月
26
日
、
和
歌
山
市
勤
労
者

総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
和
歌
山
県
児
童
館
連
絡
協

議
会
会
長
か
ら
県
児
童
健
全
育
成

活
動
功
労
者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

南
氏
は
、
児
童
厚
生
指
導
員
と

し
て
15
年
間
熱
心
に
児
童
健
全
育

成
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
度
の
受
賞
、

心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま

す
。

５月27日紀美野町農村総合センターゲー
トゴルフ場にて開催されました。47人の方
が参加され、初夏の日差しの下、一生懸命
プレーされていま
した。
結果は次のとお

りです。括弧内は
打数、同打は隠し
ホールにて決定し
ました。（敬称略）

■男子の部
　優　勝　南條　俊樹（73）毛 原 宮
　準優勝　横山　勝明（75）和歌山市
　３　位　西林　良樹（76）和歌山市
■女子の部
　優　勝　福岡　規子（73）毛 原 中
　準優勝　岩切マス子（74）和歌山市
　３　位　松山さつき（74）和歌山市

第21回県ゲートゴルフ春季大会結果

平
成
29
年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

春
大
会
結
果

紀
美
野
町
文
化
協
会

春
の
囲
碁
将
棋
大
会
の
結
果

「
和
歌
山
県
児
童
健
全
育
成
活
動

功
労
者
表
彰
」
受
賞
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夜
の
闇
を
車
庫
へ
と
向
か
う
観
光
バ
ス

　
　
　
　
　
車
内
に
安
堵
の
気
配
が
ゆ
れ
る
　
　
　
竹
本
　
セ
ツ
子

躑つ
つ
じ躅
咲
く
庭
を
眺
め
て
難
し
い

　
　
　
　
　
漢
字
を
ひ
と
つ
朝
あ
し
た
覚
え
る
　
　
　
　
　
段
木
　
　
幸
代

猟
犬
の
猛た
け

り
逃
れ
し
瓜う
り

坊ぼ
う

は

　
　
　
　
　
菜
の
花
畑
に
足
跡
の
こ
す
　
　
　
　
　
山
本
　
　
綾
子

深み

山や
ま

つ
つ
じ
春
の
霞か
す
みに
つ
つ
ま
れ
て

　
　
　
　
　
け
ぶ
ら
い
咲
き
け
り
松
の
間あ
わ
いに

　
　
　
吉
村
　
　
紀
子

や
わ
ら
か
な
う
す
紫
の
花は
な
し
ょ
う
ぶ

菖
蒲

　
　
　
　
　
息こ

や
孫
想
う
端
午
の
節
句
　
　
　
　
　
横
出
　
　
圭
子

兄
く
れ
し
我
に
心
の
処
方
箋

　
　
　
　
　
嬉
し
か
り
け
り
日
々
に
明
か
る
む
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

裏
庭
に
大
き
く
繁
る
も
み
じ
葉
は

　
　
　
　
　
五
月
の
風
に
し
き
り
に
揺
る
る
　
　
　
奥
　
　
ふ
み
代

初
夏
の
風
毎
日
続
く
晴
天
に

　
　
　
　
　
茶
色
の
蝶
が
集
団
乱
舞
　
　
　
　
　
　
森
下
　
　
玉
子

空そ
ら

白し
ら

む
午
前
四
時
過
ぎ
山
の
端は

も

　
　
　
　
　
長
く
伸
び
た
り
夏げ

至し

近
付
き
て
　
　
　
橋
本
　
　
吉
信

駄
菓
子
屋
の
隅
に
束
ね
て
捕
虫
網
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
貴
子

持
た
ぬ
色
挿さ
し

木き

に
貰
ふ
七
変
化
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
　
　
文
鳥

母
の
日
の
絵
文
字
の
多
き
メ
ー
ル
来
し
　
　
　
　
　
前
　
　
　
　
廣

法ほ
う

楽ら
く

は
鼓
膜
に
や
さ
し
梅
雨
ひ
と
日
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
和
代

十
薬
の
花
午
後
二
時
の
静
け
さ
に
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
惇
子

夕ゆ
う

涼す
ず

の
茶
室
獣
の
声
近
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
　
ひ
と
み

ベ
ラ
ン
ダ
に
一
人
も
た
れ
て
月
涼
し
　
　
　
　
　
　
口
井
　
ト
シ
子

コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
届
く
田
植
か
な
　
　
　
　
　
　
　
今
野
　
　
昭
子

体
操
着
横
一
列
に
田
植
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
　
な
を
み

武
者
人
形
飾
り
し
前
で
酌
み
交
は
す
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
隆
之

雪
渓
や
草
に
遊
べ
る
競
争
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
　
富
貴
子

歌　

の　

小　

道

「天の川が見える星の観光名所」というコンセプトを
打ち出してから、来客数はじわりじわりと増えていま
す。天文台の大型連休は、昨年を超える慌ただしさと
なりました。

★4/29 ～ 5/7 GW 特別営業の参加者数★
─────────────────────
日付　プラネ　3D Mitaka　観望会　　天候
─────────────────────

	 4/29	 24	 22	 60	 晴→晴
	 4/30	 20	 21	 29	 晴→晴
	 5/1	 −	 −	 2 	 晴→晴
	 5/2	 −	 −	 11	 晴→晴
	 5/3	 65	 89	 137	 曇→晴
	 5/4	 89	 90	 126	 晴→晴
	 5/5	 60	 72	 121	 晴→晴
	 5/6	 14	 17	 19	 小雨→曇
	 5/7	 42	 40	 17	 曇→晴

─────────────────────

美里中学校では下神野地区・福田地区・上神野地区
自主防災組織と共催で、本校体育館を第２次避難所と
想定しての避難訓練を実施します。地域の皆様のお力
をお借りしての地域共催総合防災訓練も今年度で６回
目を迎えます。

いつどんな災害が起こるかもしれない昨今、災害が
起こった時の中学生の主な役割は、「自助」自分の命を
守りながら、「共助」家族や地域の方々を助けるために
動くことだと言われています。そのためには、やはり
日頃からの訓練が必要です。

３年生は「避難者登録訓練」と「オイル缶鍋炊きご
飯実演」を行います。炊けたご飯はおにぎりにして参
加者の方に試食していただきます。２年生は「朗読」と、
参加者の方を対象にした「防災グッズつくり」を行い
ます。１年生は「AED講習・体験」（地域の方も参加で
きます）を行います。他にも「煙体験」や「起震車体験」、

「防災用品・避難所仕切り展示」などがあります。
夏の暑い時期ではありますが、防災の取組を中心に

地域の方々との連携を密にしていきたいと思いますの
で、ぜひご参加下さい。

【実施日時】
８月27日（日）
13時～ 15時

天文台だより
『三夜連続 観望会 120 人超え
4/29 ～ 5/7 大型連休 のべ 1187 人が参加』

　研究員　山内 千里

学校だより
『「地区共催総合防災訓練」を８月 27 日に実施します』

　紀美野町立美里中学校

昨年 8 月 28 日に実施した地区自主防災組織共催
総合防災訓練での「防災グッズつくり」のようすこれぞ大型連休の夜。５月４日 19 時 26 分
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通
救
命
講
習
を
受
講
し
、
心
肺
蘇
生
法
の
必
要

性
と
実
技
を
学
び
ま
し
た
。

救
助
訓
練
で
は
ロ
ー
プ
結
索
訓
練
や
高
所
を

ロ
ー
プ
で
渡
る
渡
過
訓
練
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
達
は
た
く
さ
ん
の
汗
を
か
き
な
が
ら
一

生
懸
命
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

救
出
後
に
意
識
が
な
い
場
合
、
気
道
確
保
を

し
て
呼
吸
が
感
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
た
だ
ち
に

心
肺
蘇
生
法
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

溺
れ
た
人
が
吐
い
た
ら
、

直
ち
に
顔
を
横
に
向
け

て
口
の
水
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
』

５
月
24
日
～
26
日
の
３
日
間
、
野
上
中
学
校

２
年
生
の
生
徒
３
人
（
芝
崎 
羽
硫
君
、
道
上 

晴
斗
君
、
中
前 

大
樹
君
）
が
職
場
体
験
学
習

の
た
め
消
防
署
に
て
、
放
水
・
救
急
・
救
助
訓

練
等
を
体
験
し
、
防
火
意
識
の
高
揚
と
救
命
活

動
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

放
水
訓
練
で
は
重
い
防
火
服
を
着
装
し
、
消

防
車
両
に
乗
り
込
み
本
番
さ
な
が
ら
の
活
動
要

領
で
、
ホ
ー
ス
を
延
長
し
実
際
に
水
を
飛
ば
し

て
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

救
急
訓
練
で
は
救
急
車
の
車
内
見
学
や
、
普

溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
、
ま
ず

１
１
９
番
通
報
や
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。
周
囲
に
つ
か
ま
っ
て
浮
く
こ
と
が
可
能

な
救
助
用
の
浮
き
輪
な
ど
が
あ
れ
ば
、
溺
れ
て

い
る
人
に
投
げ
入
れ
、
さ
ら
に
ロ
ー
プ
が
あ
れ

ば
、
投
げ
渡
し
て
陸
地
に
引
き
寄
せ
る
な
ど
し

て
く
だ
さ
い
。

●
花
火
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

　

夏
の
夜
を
彩
る
「
花
火
」。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
楽
し
み
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
気
軽
に
楽
し
め
る
花
火
も
、
取
り

扱
い
を
誤
る
と
火
事
や
火
傷
な
ど
の
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
夏
の
楽

し
い
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
花
火
を
安
全
に
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト

・
気
象
条
件
を
考
え
、
風
の
強
い
と
き
は
花
火

を
し
な
い
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
く
、
広
く
て
安
全
な

場
所
を
選
ぶ
。

・
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

・
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
注

意
事
項
を
必
ず
守
る
。

・
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊

び
終
わ
っ
た
花
火
は
必
ず

水
に
つ
け
る
。

●
火
遊
び
は
危
険
！

子
ど
も
の
火
遊
び
は
大
人
の
い
な
い
時
や
人

目
に
付
き
に
く
い
場
所
で
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
火
災
の
発
見
が
遅
れ
て
消
火
が
困
難
と
な

り
、
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
火
災
の
恐

ろ
し
さ
、
火
の
取
扱
い
に
つ
い
て
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
火
遊
び
に
よ
る
火
災
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出
し
な
い
。

・
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
子
ど
も
の
手
の
届
く

と
こ
ろ
に
置
か
な
い
。

・
子
ど
も
だ
け
で
火
を
取
り
扱
わ
せ
な
い
。

・
火
遊
び
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
た
ら

注
意
す
る
。

・
火
災
の
恐
ろ
し
さ
、
火
の
取
扱
い
方
法
に
つ

い
て
き
ち
ん
と
教
育
す
る
。

火
遊
び
・
花
火
に
よ
る
火
災
の
防
止

職
場
体
験
学
習
を
終
え
て

5月の消防の動き
●火災発生数…0 件

【事故種別搬送人員】
管　内 管　外 合　計

急 病 30　 　 30　 　

一 般 負 傷 6　 　 6　 　

交 通 事 故 2（１） 2（１）

そ の 他 6　 　 6　 　

合 計 44（１） 0 44（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

救
急
コ
ー
ナ
ー
　『
溺
　
水
』

■
講
習
内
容

　

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

⑵
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
～
12
時
（
３
時
間
講
習
）

■
講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無
料　

■
申
し
込
み
期
限　

７
月
20
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体
で
の
申
し
込

み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
8
月
6
日
（
日
）

放水訓練の様子（中前 大樹君）

救急訓練の様子（道上 晴斗君）

渡過訓練の様子（芝崎 羽硫君）
写真左から
芝崎 羽硫君、中前 大樹君、道上 晴斗君
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７月、いよいよ夏本番を迎えます。この時期は熱中症にな
りやすいので、水分補給をこまめに行い、気をつけましょう。
また、子どもたちにとって楽しみな夏休みももうすぐです。
皆さん、暑さに負けずこの夏を楽しく過ごしてください。

編 集 後 記

今回は住宅耐震化の事業につきまして、住民の皆様へのお知らせとお願いです。和歌山県では地震による家屋
倒壊被害を最小限に抑えるため、住宅の耐震改修に補助をおこなっていますが、紀美野町内ではまだまだ住宅の
耐震化が進んでいない状況です。

つきましては、紀美野町では平成 29 年７月中旬より職員が、昭和 56 年以前に建築された木造住宅（約 2100 戸）
を数年かけて順次訪問させていただきます。その際に耐震パンフレットをお配りし、無料耐震診断をご案内させ
ていただきます。住民の皆様にはご理解とご協力をよろしくお願い致します。

法務省では、平成29年１月１日現在における全国の不法残留者数を65,270人としていることから、不法入国者
等を含めた不法滞在者は、県内にも相当数いると考えられます。

不法滞在する外国人の中には、他の犯罪に手を染める者もいることから、警察では、関係機関と連携しながら、
不法滞在者の摘発や、不法滞在者を雇用する悪質な事業主等の取締りを強化しています。
「留学生が資格外活動の許可を受けずにアルバイトをしている」、「日本人と結婚したと聞いたが、日本人配偶者

の姿を一度も見たことがない」など「不法就労・不法滞在しているのでは？」と思ったら、どんな情報でも構い
ませんので、警察本部または最寄りの警察署、交番、駐在所まで連絡してください。

■問い合わせ　海南警察署　℡ ０７３‐４８２‐０１１０

～耐震診断・改修工事のトラブルにご注意ください！～
　①　役場から業者に委託していませんので、必ず役場職員が訪問します。
　　　（必ず紀美野町役場の職員証をお見せします。）
　②　訪問したときにお金がかかる契約をご案内することは絶対にありません。
　③　この訪問はあくまで「無料耐震診断のご案内」であり、診断を強要するものではありません。

耐震診断案内
パンフレット 訪問するときは職員証を

お見せします！ ■問い合わせ　総務課　耐震係
　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２４３０
　FAX ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２５１０

６月は「不法就労・不法滞在防止のための強化月間」です。～和歌山から不法滞在者をなくそう～
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紀美野町の人口
総人口……	9,253人（−18）
【社会増減（−4）　自然増減（−14）】
　男　……	4,283人（ −7）
　女　……	4,970人（−11）
世帯数……	4,363世帯（−2）

（平成29年5月末現在）　　
　紀美野町面積128.34km2

（　）内は前月比

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

5 日（水） 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【9 日 ( 日 )・23 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 － 6500

7 日（金） 19:30 ～ ナイター走ろう会 紀美野町スポーツ公園 紀美野町体育協会 489 － 5915

8 日（土）・9 日（日） 天文教室「大型望遠鏡で土星を撮ろうスペシャル！」 みさと天文台 みさと天文台 498 － 0305

 12 日（水）・21 日（金） 移動町長室 美里支所 住民室 495 － 3471

総務課 489 － 5912

20 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489 － 5912

美里支所 住民室 495 － 3471

30 日（日） パークゴルフ大会「夏」 ふれあい公園 教育課生涯学習室 489 － 5915
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日程・開催場所が決まりましたので、お知らせします。
■日　　時　８月15日（火）
■開催場所　木の温もり広場　
　　　　　　紀美野町神野市場２１７番地
　　　　　　（文化センター内・下神野小学校隣）
■問い合わせ　夏まつり実行委員会
　紀美野町商工会　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ３２６０
 （紀美野町青少年センター
　　　　　　　　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０９）

※きみの夏祭りに出演・出店を希望する紀美野町内の方（団体等に限る※）は、７月13日（木）【期
日厳守】までに商工会までお申込みください。申込書は商工会にあります。また、詳細につ
いては商工会または紀美野町青少年センターまでお問い合わせください。
※出演・出店希望者多数の場合は、実行委員会で調整いたします。また、昨年の出演・出店団
体を優先いたしますのでご了承ください。（出店については例年多数の申込みを頂いており
ますが、会場スペースの都合により出店頂けない場合がございますのでご了承下さい。昨年
の出店団体でもお断りする場合があります。）
※出店を希望する団体は、団体の構成員名簿を提出していただきます。
　【構成員の過半数が紀美野町民である団体に限ります。】

きみの夏祭りの日程と出演・出店募集のご案内


